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　著者は心臓自働性を物質代謝の面から考究すべ
く，先にglycogenをとりあげ，発生過程におけ
る家鶏胎児心臓，就中刺戟伝導系のglyCGgen分
布を検索したIJ。しかしてglycogen分布は心臓自
働性の強弱と必ずしも平行関係にないことから，
glyCGgenけ1自働性そ1のものと密接な関係にない
ことが示唆された。しかしながらかかる単なる
91yCOgenの分布状態から直ちにその機能を論ず
ることの妥当でないことは前平で指摘したが，本
報においてはこの主旨に基づき’，心臓自働性に影
響を与える如き’物質の作用下にglycogenが如何
なる変化消長を示すかを検討すべく，先ずacetyl－
choline（以下Ach）をとりあげた。
　Achに関しては最近Burn2）が心臓における
10Cal　hornloneとしてその意義を強調してをり，
また当教室の藤野1）が発生過程における家鶏胎児
心臓を用い，Achの心臓機能に対する影響につい
て心電図的方向から詳細な研究を行い，Achと心
臓自働性との密接な関係を示唆している。
　　　　　実験材料及び実験方法
材料：藤卿丁の実験に用いられた鶏胎児心臓の59例。
固定以前に加えられ1ヒ｛霞件：
　　破殻　　　　　Ach滴加　　　　　　固定
　　↑　39℃村田液　↑最終濃度2000倍　↑
　　　　　　　　一　1　一一　　　　（2分20秒）　　　（2分30秒〉
固定から染色まで：旬報と同様。
嬰ナ照：　村田氏液（380C）V■　5分聞浸した心臓。
　　　　　　　　成　　　績鰍
　一括して示せば第1表の如し。
　対照群は前報における健常群と比較して全く差異を見な
い。また作用群も対象群と全く同程度で，普通心筋及び刺
戟伝導系共にいささかの増減も認め得なか“？た。
　　　　　　　　　考　　．按
　本実験に用いた林料は藤野の実験林料そのものを用いた
のであるが，著者の場合は藤野よりもAch作用を受けてい
N　本論丈の要旨は第30回臼本生理学総会において発表
　した。（昭28．4＞。
1）水原1札医紀要2，2G1（1952）．
2）　Burn：　Physiol．　Rev．　30，　177　（1950）．
3）藤野：札幌医誌　4，149（1953）．
撫　顯微鏡写眞は次報（第3報）に禍載する。
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Table　1．　Tlze　Alte・rαtionげGlycogen　COntent伽・ffeαitル臨so♂θ伽Acん
Days　ofincubation?????? ? ?
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??
EJe．．c．trocar．dio．．crra．m，．
Control　l　Pulse　rate
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　　　　　　　　　　　　）1
?
7）
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pQ
i　R markab！y　inhibited
　　　　　　））
）1
））
No　chan．cre
．　Remarkably　enhaneed
　Slightly　ini）ibited
Glycogen
content
No．　change
　　））
p）
））
7：
））
））
る時間が大体1分30秒から2分位多い。これは心電図撮
影終了後から固定までの操作上止むを得ないことであり，
また藤野によれば2分後においても薬物作用が認められる
といっていることからも斯る作用時間の延長は著者の研究
目的上何等の支障もないものである。なお著者が対照とし
て用いた心臓のglycogen分布は前報の健常時におけるも
のと全く同様であるから，本成頬における対照例と作用例
の比較は即ち作用例と前報における健常例とを比敵するこ
とになる。
　著者が検索した心臓は膝野の成績で明かな如く，Achに
より心臓機能の変化したものであるにもかかわらず，著者
の成績では普通心筋及び特殊心筋共にglycogenは全く変
動を見なかった。かかることから心臓におけるglycogen
は各種心臓機能と余り密接な関係を有するものではないこ
とが示唆される。
　即ち刺戟興奮伝導速度に関してはLewis4）が犬心臓各ji’flS
における興奮伝導速度を測定して，Purkinje氏網が最：も
早く，以．ド刺戟伝導系，心房筋．心室筋，洞及び田原氏結
節の1順であるのを見，既つこの順はこの部のglycogen分
布と平行関係にあることから興奮伝導速度とglycogenは
密接な関係にあるといっている。もししかりとすれば興奮
伝導速度の変化に従ってglycogen量も変動する可能性が
ある。しかしながら著者の本成績に見る如く，Achによっ
て興奮伝導速度に著明な変化を来した例においてもなお且
つglycogenは何等の変動を見ないことからすればLewis
の見解はむしろ否宗的であり，従って興奮切切速度は
glycogenの代謝と密接な関係にないことが示唆される。
　次に自動刺戦産生詣とg｝yoogenとの関係について見る
に，BurnL’）が．Acb合成能は自動刺戟産生能と密接な関係
があるという。一方Ach合成にはATPが関与し。「）その
ATPは含水炭素代謝から得られるものであり，　glycogen
代謝から得られる可能性がある。従って自仇酒戦産生能と
glycogen代謝との関聯性は一応考慮すべきである。しか
しながら著者の成績からすればAchによって心臓鱒動数
が著明に変化した例においてもそ．のpace　makerである
洞結節は勿論，心臓各部のglycogenに何等7）変動を見な
いことからして，むしろ両者の関聯性は無いものといえる。
　さらに心筋収縮機構との関係について見るに，Szent－
gyδrgyi等6）によれば骨格筋収縮機構のaCtOmyOSin－S．yS－
temにおけるエネルギーはATPから得られ，このATP
はglycogen代謝により再合成されるといわれている。か
かる骨格筋収縮機構におけるactomyosin系がまた心筋収
縮機構にも適応されることから，心筋収縮機構とgylcogen
代謝とは少なくとも何等かの関聯性があるかに思われる。
しかしながらこの’可能性もまた本成績に見る如く，心筋収
縮そのものに変化を来しているにもかかわらずglyCQge11
に変動を見ない事実からすれば，両考の関聯性がないか，
或いは例えあっても組織化単的方法によっては検出し得な
い程度に過ぎないものであろう。
　なおまた→考を要することはAchとglycogen代謝と
の関係である。従来adrenalineは筋肉内glycogen代謝
を促進させることが知られているが，Achは同じ自律神経
毒であることからadrenalineと同様にglycogen代謝に
関与しても良いと思われる。なおこれに関しては肝臓の
．glycogen代謝がAchによって変化を受けるという業績
もあるが7，しかしながら著轡の成績ではglycogen量の
変化を見なかったことからこの関係もまた密接なものでな
いことが示唆される。
　以．上のことから心臓glycogenは各種心臓機能，即ち興
奮伝導速度，自仇刺戟産生及び心臓収縮機構に対して密接
な関係を有しないことが示唆された。かかることはまた薯
者の第1報の成績において見る如く，成鶏に近ずいて自仇
4＞Lewis＝cit．科学22，63（1952）．
5）高木：坐体の科学3，202（1952）．
6）　Szent－Gy6rgyi：　Natuve　of　life　（1948）．
7）荒川：日本藥物学維誌39，259（1943）．
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能並びに心臓機能のますます盛んになると思われる時期
（12～13印以後にむしろgl：　cogenが減少し，これ等両者
問に平行関係を見ない事実からまた当然であると考えられ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　しからば心臓におけるglycogenの意義は何であろうか。
心臓が多くのglycogenを有することはこの代謝によって
生じたエネルギーを利用するためであると考えれば，心臓
内gl．ycogenは或る一定条件下において始めて代謝を営む
ものと思われる。従ってこの一定条件下に始めてglycogen
が心臓機能に関与することが考えられる。この一定条件に
ついてはCruickshank8）及びEvans等9）が酸素欠乏状態
であるといい，心臓においては含水炭素代謝の特異性を有
する『といっていることからすれば，glycogenの意義に関
しては一応かかる面から考察し得る可能性がある。しかし
てかかる考察は既に前報1）で述べたところであり，本成績
によりさらにEvans等の代謝特異性の適応される可能性
が濃厚となった。しかしながらこれが全面的に心臓glyco－
ge11の意義を解決してくれるものであるか，或いはまた刺
戦伝導系のglycogenが普通心筋のそれと同様に論ぜられ　・
るかは今後において追求されなければならない問題である
と考え．る。
結 論
　1）発生過程における家鶏胎児心臓にAchを
作用させた時のglYcogenの消長を組織化学的に
樵索した。
　2）Achによって生じた如何なる心臓機能の変
化に対しても心臓g1ブcogenはなん等の・変化消長
をノJくさない。．
（日召禾029．11．18受…付二）
Summary
　　The　fluctuation　of　the　glycogen　content　of　the　embryonic　chick　heart　was　measured
histochemically　under　the　infiuencg　of　acetylcholine，　at　various　stages　of　developement．
　　No　changes　of　glyccgen　content　in　heart　musqle　were　found　even　when　remarkable
changes　of　heart　action　were　induced　by　acetylcholine．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Nov．　18，　1954）
8＞　Cruiekshank：　Physiol．　Rev．　16，　597　（1936）．9）　Evans：
　（1949）．
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